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秋田県湯瀬地方のフロラ

秋田県立博物館高田順

はじめに

秋田県におけるフロラ研究は1930年代に一つのピークがあり、戦後はここ10年ほどに大きな進歩がみられる。

しかしその全ﾘﾒ的なデータや標本の蓄砿はまことに少なく、小範囲をくわしく研究した発表も太平m(桑1llほ

か1964)、リ)鹿半ft(望j11966)などきわめて少ないのが塊状である。

鹿角市湯瀬地方は秋lⅡ県東北端の低地であり、フロラI淵査の必要性は県境という条件の他にも主として昆虫研
l）

究者によりその特殊性が脂摘されていた。このたび秋|Ⅱﾘ,噌虻陣物館の地域研究として鹿角地区がとりあげられ、

その一環として溺瀬地方の低地におけるフロラを,洲企することができた。3年間の洲査でフロラとして一応のま

とまりを得たのでここに報告することとした。

本研究を進めるにあたり、｜司定についての御折導を側た奥山春季先生、中池倣之先生、湯沢高校の望月陸夫氏

に対し衷心より謝恵を炎する。また鹿角地方在化のif物館|"力貝、秋田営林局、東北'iE力、秋Ill自然史研究会の

各位にも大変:制止話になった。記して感謝申し上げる。

位置と環境

湯瀬は北緯40.07I、東経14550'(第1図）に位慨し、秋Ⅲ県の

東北方で岩手県に通ずる国道282号線に沿った柵WiiJ山をdp心とした

集落である。｜副直と平行して米代川が流れ、分水髄は器手ﾘI.の貝梨

峠付近でその棟I閉は'¥::0蜘程度である。湯瀬渓谷とよばれるこの地

域は標高180岬から250柳にしか過ぎず、今回の洲査範囲はI.llj側のa」

地帯よりも低地に亜点を世き標高350～400帆以下の地域に|拠った。

（第2図）

当地は県内でも秋Hi市からの距離が最も遠い地域に屈し、古来植

物相の調査も殆ど行われていない。そのため漬料もまた極めて少な

い地域と言える。歴史的には|日藩時代の南部慨に屈し、社会的には

盛岡市と大節『Ilを結ぶ要路として交通の便に川いられてきた。

湯瀬地方の｣山形は平地が極端に少ないことが特徴と言える。非瀬

沢と居熊井沢が||{会うあたりに多少の沖祇地があり、湯瀬1I泉の集

落や水aが成立している他は殆ど平地がない。illij側は急傾斜の山腹

でその斜度は大部分30.を越える。そのため伽i壊地が多く観察され、

岩壁が露出している部分も数多く見られ、米代川は湯瀬温泉から下

流では著しい渓谷を形成している。米代川は八幡平小豆沢に近くな
第1図位置図

近くな

り湯瀬発電所付近で水lltをまし、やや川1幅を広げて

やがて熊沢川と合流する。Iliii典の傾斜は北側の五の

宮獄側で特にけわしく、その様子は非瀬沢付近でよ

く観察できる。一方南仙lのIll体は多少ゆるやかで特

に居熊井沢は奥の深い大きな沢となる。これらの状

態は岩手県に入り兄畑より束ではしだいにそのけわ

しさを減じて行く。

この流域一帯は岩体の露出地が多く、砕石用とし

ての採石が国道筋で2ケ所、非瀬沢で1ケ所行われ

ている。岩相は古生胴を韮盤としその上を新第三系

が広く覆っており、それらは湯瀬含喋凝灰岩層・兄

畑溶結凝灰岩屑・谷内溶紬凝灰岩届など中新世のグ

ﾉf′高猷▲1115.(1m

1m

第2図範囲図

AII，
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リーンタフが大部分である。古生胴は小範囲に分布し、＃a板ｵ"を主体とするものである。第四系は十和Ill唯ｲi流

堆賊物と沖積隅であるが木地城では地形の状態からして顕粁ではない｡本地域の地形や土壌に関連しつつIlif'lﾐに

影稗を与える要素の一つはこの厚い火成岩ないLは火01砕"尚IのｲJ-在であろう。

湯瀬地方の気候を湯瀬発蔽所の1970～1973年のデータをもとに推定して黙るとその崎微は降水瞳の少なさにあ
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ることが分る。試Z人に況雨|刻で表わし、日本海指数・

を測定すると第3図のようになる。杖|Ⅱ県内で多(崎地

として知られる枇手ffiの日本海術数が耕し<大きく、
’f

湯瀬は秋mil/とH程度であり、内峠性気候と言われる
MJllj

端子ﾘ1擬岡mと横手fl!との'I'll'll的なfn'Eを示す。しかる’4
魁

にｲド降水'11言を比'|暁すると館411のように沸瀬地方は|ﾘl

らかに少Mn'iとして区ylすることができ、秋1.1!ﾘ,1-1ﾉ1の

他地域と異なる特徴を兄い''1すことかできる。湯瀬付
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近の米代川では少しの降雨でも杵しく水位を増し、ま：I畷求馴

たその哀退も早い。これらは土壌全休の保水量が少な 第4図気温と降水量

いことを示し、ひいては地衝や地形に起因するものてあろうが降水I,!二の少ない二とと合わせて考慮されるべき11!)

皿てある。

植生と植物相

泌瀬渓綜両側の森林についての人為の度合は斜,伽での'''然肋i壊による影群とのかね合いで甚だ不'ﾘ'雌であり、

一般i二林柵は雑多である(photo5)◎北側は草地をふくめて大ffi-S-ffi林が行われており、樹極はスギが多く、ア

カマツ．カラマツがこれにつぎ、一部にドイツトウヒiphoto2)がゑられる･県内の他の地域よりもカラマツ

やドイツトウヒは胸高,,‘雁が大きく、Mi林後かなりのｲI数を維ているもののようである。急傾斜地の広雌樹林が

主にどのような種組成(二なっているかについて充分なγ(料はないが、非瀬沢で･の,凋代によればシナノキやミズナ

ラが大部分であり、低木胴はコマユミが1,1二IIりに多く、，‘,'1:水I,､‘'はチシマザサやミチノクホンモンジスケが催占して

いる。非瀬沢や店熊井沢の奥地は棟i',';,-ioo～500(.]近からブナ林となっており、‘笹､傾斜地には部分的にネズコが

拠り、天然生と考えられるスギの存在もII世つ。耐側は殆ど併伐され、北側の瓦のr'l激でも国有林の伐採が進ん

で､いる。

リIU覚俸岱野|､l近の川辺iphoto6;にはわずかながらV'll昨林が発進しており、ルviimはツルヨシにおおわれ、’人’

部の,,､凸地にはフッキソウなどが多い。尚木層はシローヤナギやハルニレ、亜尚水川にはヤマグワが多い。低地の

他の部分と同様にニセアカシアの催人が兄られる。噌水時には冠水するためか下mmﾐは不安定な様相を示し、

;:-'i体の澗力度も不充分である。ハルニレの幼木は穴,ﾉ,沢には大変多く、性p*をしのばせるものがあるが、森林は

殆ど全mi的に伐採され残存林が,｣､脱棋であり、全休像や復元した婆は大変に把捉しにくい状態である。以上が当

地城の森林liif'Kの概要であるが他の地域との比,肢の参考に供するため、非瀬沢におけるスギfc:林とブナ林の¥m¥

洲従演料をつけ加えておく。（第1災・第2表）

．〃フロラについて言えば今l"lの.sftmmはﾉ<部分lift林地や_ﾕ次林であり、いずれも小規棋なものが多いこと
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第一表
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から下隅縦'二は撹乱されておりii]－的でない。また人為の影稗が過度でないので帰化械物がはびこることも少な

い状況にある。以上のような理Illから人唖植物ないしは原野の柚物が多い。湯噸棒岱野のカラマツ林(photoii

及び周辺はその典型的な例で、林机が疎開しており、低木ﾙﾘの刈り'Ⅸりが行われているため喰本'瀞の発達がよく

シダ類やイラクサ科．タデ科などが蝦富で、ナガミノヅルケマン・ナンブサナギイチゴやオオトポシガラなどの

稀産種を生ずる。範囲を低地に限ったことから純粋なブナ林嬰衆よりも下方に出現する柿物が多いのは当然であ

るが、森林生でない種類の多いのがフロラ上の一つの特色であろう。

湯瀬渓谷の,郡1,,山腹は樹木に糧ｵつれているが、北aには多くの'I'地が観察される。これらはﾉく部分ススキギI地

で中に器角地が点々 としてあり、アカマツが疎生している(photo4)。アカマツは渓谷近くの岩唯地にも多く

あり天然生のものと認め得る。アカマツ以外ではコバノトネリコやエゾイタヤ・シナノキなどの小I寄木が残存し

ており、多少集合している部分の下屑柚生の状態から見て、草地化してからの年月はそう多くないように思われ

る。これら草地は非瀬沢におけるように沢沿いから峰までの数百，"のI高度差に及ぶことがあり、多くはスギの植林

が進行しつつあるけれども低地においてはよく草地植生の極組成を保っている。刈り取り後にはクズが全体を優

占的に覆うが、アキカラマヅ．エゾヤマハギ．オトコヨモギ・ノコンギク・オミナエシ・オトコエシ・クサポタ

ソ．ノアザミ．オオアブラガヤ．ヒキオコシ．ヤマハッカ・ヒメヒゴタイなどのやや草火のI儲jいふつう種やチャ

シバスケ．ヒカケスケなどがまんべんなく分ｲ,丁する。さらに非瀬沢において一ケ所本来的にv:地植生と考えられ

る場所がある。小面積であるが崩壊性の岩角地であり、一柿の風穴地帯を思わせる。相観的に草高の低さによっ

て他とり,らかに識別でき、次のような柿物によって特徴づけられる。アイスシモツケ・イワテンダ・キバナノカ

ワラマヅバ．イチゴヅナギ．ナガハグサ．シオガマギク・タチコゴメグサ・ヤマノコギリソウ・ミツバベンケイ

ソウ。このような植生部分は範囲を限らず広くさがすことによってまだ発見できるものと思われ、この地域は蕪

本的には森林であるものの人為による騨也化により、多少の崩壊'l:v:地の要素を含むススキ'V'地化ガ進行したも

のと考えられる。木地城の中ではフロラ的に貴重な部分である。

もう一つの特異的な柚生は岩唯地仙生である。八幡平小豆沢から腸瀬へ抜ける旧街過は後半は渓芥沿いとなり、
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上下とも断雌となる。遠蝋すると大きなillの上にはアカマツが述なる典咽的な111!物群端が兄られる(photo3)。

ただ危陥を|､トうために充分な洲在が|||来-lごlT3過沿いのイii1り{､|近の2'3T)ﾘ『をI州在［たに留まるが、それだけ

でもアイズシモツケ・クモノスシダ・コモチレンケ・ミヤマハタザオ・イ'ノキンバイ・ターチイチゴ､ソナギなどが

旅し注|'すべきフロラ椛成を表わす。今後の洲代のiff点をかような虻地に雌I'-rれぱまだまだ椛数はふえるもの
と考える。

当地城の低地フロラは地形や人為によるtf地liftﾉ|昌.、凝fc器を'{'心とLて露Hiする才u峨地の植生、人為により撹

乱されながらﾙIl化M物などの進出が不充分である原Mfや林縁の他生などにより特徴づけられる。ラン科械物は少

なく、水Ill雑','も他に比すると多くはない。降水Ii'lが少ないとL､う内陸剛気I炎であることが械生やフロラにどの

ような影諜を与えてL､るかは明確でない。岩mM物誌(1970)を参考とLて‘淵べて.Z入ると、料手県の奥ｲｲ11ni

地舟（Ⅲ。Ⅳ,階）にややふつうに産して今まで秋Hi↓で知られていなかったIll'i物は約38(変nn極をふくむ）に

のぼるが今|川1のMti.によってこれらのtfaからi¥られたものはナンブサナギイチゴ・オオバショウマ・バイカウツ

ギとオオトポシガラだけで、あり、アズマスケ・オタルスケ・サッポロスケなどのスケ狐やヨツバハギ・オオバク

サフジなどいずれも採雌できなかった。

植物区系地理の上からは1‘十手県の扱いは様々 である。11*1"側と|可様に扱いながらp'牌'I"III区として認める見解

やエゾム･ｿ地域として北海道との共通性を砿視する考えﾉj、あるいは北半を典日本地域と|司一祝して北上Hi地南

部を別に考える場合など、まだ充分な幣叩がなされていない。いずれにLても県境付近の揚瀬は気候的には類似

LてL,るものの｣上上Ill地の喫業と考えられるlift物は殆ど入っていないと考えてよいであろう。この点湯瀬渓谷を

通り抜けルートとして北l-.lll地から分ｲ15を広げているともいわれる蝶類とは穆動11ｮのﾉ､'..で多少状況をことにLて

いると考えることができる。一ﾉ地史的なフロラ喫凹については殆ど考慮するほどの材料を得ることができなか

ったL，常識的に判断しても間越とすべきことはないように恩ｵつれる。

本地j戒ではりillﾉ1のフロラ研'先上から馴意すべきlift物も散多く兇られるが、逆にし､わゆる杵通枕で記録できなか

ったものも多数にのぼる。それらの多くは池沼や湿地のm物でそのような環境がないことに起因するが、クラマ

ゴケ・イヌスギナ・チゴザサ・ヤマユリ・ツルポ・キ･ソネノカミソリ・ムラサキケマン・カスミザクラ・ネコハ

ギ・エゾユズリハ・イ1ノアカバナ．レンケ･ソツジ・ホツツジ．キキョウなど今後発見できる可能性の大きし､もの

も多L､。またタカサゴソウ・オトコオミナエシなど記録があって確認できなかったものもある。これらについて

は今後の研究によって補足して行きたいと考える。

分布上留意すべき種類

’・カラクサシダPleurosoriopsismakinoi(Maxim.)Fominワラビ利

小さなシダ如でｷHI二や樹上にコケとともにﾉ'3じる。県|ﾉ、lにおける従来の記録は少ないが当博物館には抱返り．

騰駒岳．大錠渓行．簾熊Ill峡．真昼鵬などの標本があり、他に寒風山滝の砿．象潟．イ:別に産することは確実で

あまり珍しいものではない｡採喋者の認識のされﾉjでまだ雌地がふえるものと考えられる。今|可は穴内沢の大き

な岩石上に多熊するのを見い出した。

2カラクサイヌワラビAﾒﾙyγ加加c"zﾉﾉcolaTagavvaオシダ科

秋田県において1971年ごろまでヒロハイヌワラビA.iuαγd〃として認識されていた大部分は本種と考えてよ

い。ヒロハイヌ}フラビは太平洋側ではいわき地ﾉのfi'iii暖な海岸地方に達するだけで、日本海側でも山形県飛島な

どに柿産するに過ぎない。木県には産するとしても|班めて稀なものでまだ確実な標本はない。カラクサイヌワラ

ビ|]身は稀なものではない。品下前側の小羽片（裂)けが坪状となるのが特徴である。なお本椛の同定．学名は
12）

|Ⅱ川によった。

3．アイツヤナシイノデPolystichi"腿×α郷加"ersumKurataオシダ科
7）

本種の学名は倉Illによる。サカケイノデとツヤナシイノデの雑砿であるといわれる。秋|Ⅱ県には従来記録がな

かった。今回腸瀬棚&で得たものは鱗片の色や形はややイワシロイノテに似て、1j川Wi下部では完全に上向し、4'

ほどで横向きに、上部では下向する。ややI'l川的状態を′J竜し、胞子のつき方も不完全である。精査することによ

って該当する標本が数多く見い出せるものと考える。隙木のh1定は中池敏之先生によるものである。

4．クモノスシダCa池がOSCγ況SS必か'icusRuprチャセンシダ科

イi灰培地柵の桁標{11'(物とLて杵名であるが、vijiiiv;-12にも産し、その環境指標性は雌悟なものではないようて
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ある。本県では古く八森（村松1932)と山瀬（古家1938)に記録があるがその後両者とも追認されていない。湯

瀬石通り道路脇の岩確上に横に長い形で産する。産状からして岩質または水分が影群していると考えられる。布

灰岩地帯を欠く本県では極めて稀な植物である。

5．オオトポシガラ比stucaextremiorientα"sOhwiイネ科

本県未記録のイネ科柿物で岩手県には称産し、山形県では未記録のようである。湯瀬棒岱野で1976年6月22n

に採集した。Festucaとしては特徴のはっきりした植物である。

6．イチゴツナギPoasphondylodesTrimイネ科．

葉舌が群し<長い特徴がある。村松(1932)にはヒメイチゴヅナギとして秋田市・戸侭の記録がある。また'Ⅱ

代届（松1111974)の記録も発表されている。腸iff!では非棚沢の草地に散生している。そこは崩壊地性の部分であ

り、前述の如く特徴的な柚生を示す。本県では甑めて稀なものであろう。

7．タチイチゴツナギPoaMemoγα"sLinn.イネ科

イー1通りの淵上にイワデンダ・イワキンバイなどと共に生じる。茎や葉は細いが'.'II]合大きな株となる。従来は本

川中部の深HIに稀旅するとされたもので、岩手県では1ケ所記録されている。村松(1932)の秋田市の記録は多

少疑問である。

8．ヒロハノドジョウツナギGlyceγiαleptoﾉ幼isOhwiイネ科

湯瀬石通りの採ｲi場付近にヤナギ類の混じるヨシ原がある。自然植生としての低屑湿原かどうかは疑1111である

が、オオヌマハリイ・ホタルイ・エゾシロネ・クサレダマなどが見られる。そのヤナギ類の林縁部に本種が多く

集っている部分がある。花序全休の印象が茂色み､を,lWび、雌の幅が芳しく広いことで他と容易に区別できる。村

松(1932)に薙戦されているが産地の記録はなく、本県では極めて‘稀なものと考える。

9．ネズミホソムギLo"呪汎勿bridumHausskn.イネ科

ネズミムギL〃f""〃lor況獅の芝のない形に似ており、花mは藩しくザラついている。長川らによるとこの

交配種の方が我が画では多いとのことで、今回湯棚の国道すじで得た標本もその範|川のものと考えることができ

る。

10.クロアブラガヤSa功蝿sy〃α"citsLinn.var.，"αximowicziiRegelカヤツリグサ科．

大湯（古家1941)の記録がある他、仙北郡の低地での産地が知られているのみでやや稀な樋類と考えられてい

る。棒岱野の支沢と米代川の河岸砂地の2ケ所で採柴した。

11．タイワンヤマイSciゆ"szUaj"c〃〃Neesカヤツリグサ科
9）

秋田県における本砿についての最初の認識はW1川堆夫氏による。また須藤によると本極の分ｲ'1は県内ではlﾘlら

かになりつつあるが、東北地方全般での認融はまだ不充分とのことである。筆者の惟測でもホタルイとの区分が

|一分徹底していないように思われる。今回は届熊井沢の水Ⅱ|雑草として木柾を採集することができた。

12.イトハナビテンヅキB"I加s〃"sdensa(Wall.)Hand.-Mazz.カヤツリグサ科．

テンヅキ届に似ているが、ハタガヤ属に属し、花柱飛部の小球状の果頂が特徴である。向賜草地のやや湿った

所に生じる。文l献による記録は多く、秋の宮・乎形Ill大館・御所野（村松1932)、岩瀬～|H代HI(佐伯・佐藤

1935)、男鹿（望月1966)などがあり、米Ⅲ仰及び筆者は鹿角市大湯の黒森lUに多産することを確認している。

今回は湯瀬才|Ⅱで発見した。

13.オオタヌキラソCarexsc"α"oγ畑isKukenth.カヤツリグサ科

’'二l街道沿いの湿地にタヌキランと一緒に、しかもIﾘl確な述いをゑせて生育している。岐初の発見は望月峠夫氏

である。同氏によれば県内では皆瀬村若mにつぐ第2の鷺地とのことである。

14ツクバスケCarex〃幼〃αricaやαFranch.var.s彫れ“α幼aOhwiカヤツリグサ科

ショウジョウスケの変種で果胞が細く、’淵の長いものである。以上の理illからナガミショウジョウスケともい
6）

う。北村ほかの記城と同様に湯瀬旧街道の谷川のふちで採集した。奥山春季先生の川定によるものである。

15．シバスゲCaγ“7zgγ"αtaFranch.etSavat.カヤツリグサ科

シバ草原の主要な枇成種として著名なものである。本県でも手形山・十和田（村松1932)、男鹿（望月1966)

などの記録がある。峨近の農村生活の変化によって各地の採草地が放棄され進移が進行しつつあり、シバ草原は

減少の一途をたどっている。今後とも産地の限定される極であろう。旧街道のグランド付近に多産する。鹿角ffi

大湯の黒森l｣iではアカマツ林内に産する。
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16.シラカンバBe""α畑α"dshurica(RegeTiNakaivar沌加"ica(Miq.)Muraiカバノキ科
16）

本種の同定及び学名については村#三郎博士の御教示をいただいた。記Lて感,洲巾L上げる。村松には県内に

納稀としているがﾉ唯地の記‘陵がない。これはヒロハドジ訟ウツナギと|剛じでH,'『としては災例である。鹿角地方
l()）

にはn生("ﾕ次的なもの）とIIJ､ｵつれるものが点々 とあり、Ym巾北野にはり.'-Iﾉ1唯一の林分がある。

17．イワカラマ､ソT〃α"ctumvi純zfs〃"z，var．“ん""oloanum(Honda)Kitam.キンボウケリ4

本州't'部のｷ!｝'三にﾉliえるとされている。桜が多少城llliL，花lfや雌に脈喧が杵しい･I','1:上はやや小さい。渦棚

｛ulM')の器|そで採喋したが|可じ場所のやや̂ 1大なnnは脈侶を全く欠きは微と､ドIj断された。リ1.内の¥+唯地の水柿

について(ま'IH'IIりにjfe在する必‘鹿がある。本県｣と記録価である。

:-.ｵｵバｼ劃ｳﾏCimicifugajα""/ca(Thunb.)Sprengelｷﾝポｳｹ科

｜||師画付近に割~る。197-!年5)l26l|c09!)l・尚陥・IWjⅡ|らの採雌によって水県に雌することがlﾘlらかにkっ

た。その後、i-;:花襟水を僻ている。

-'ゴヨウアケビAためiapeﾉ"“ﾉD'"αMakinoアケビド:｜

アケビA,m"""αとミツバアケビA.〃/fo"α/αの維脈とされる仙物で秋lllllj・藤木（村松1932)の記録が

ある。′l､唯は5枚であるがよく観察すると1-1じつるの先.JliinL'などには3枚や4枚のものも多くまじる。また小雌

はミ､ソバアケビのように多少波状絃を,'くす。花はあ主f)ﾉくぎくなL､。従来ﾘiMﾉ1にはアケビがややふつうに雌する

よう↓二言われるがilfi*,汁を要すると思う。またややもするとtifl職のものと捉Iff]するむきもあ')、記録する際には

職械lir'lやその逸Ilili,',についてば分る細reiﾘl確にすべきものと考える。搾岱野のIﾘ1るいカラマツ林で採集した。

20・ナガミノ．ソルケマンCoﾉydulisoc加tensisTurcz.var.γαddeanaIRegel)Nakaiケシド!

搾岱野{､l近に,|;y介多雌する。果火のﾙｸ状から水変価にmするものと勝える。キ;-r-ﾘ1.てはﾉ,鴨水倣より変郁の力

が紗いようである。MIS(1932)にはツルケマンのI氾雌があるが水変剛二ついての認識が不充分な時代とも考え

られ、大湯から北秋|Ⅱ地方にfするとされるツルケマンについてはmm､lが必喫である。

21．エゾハタザオArabispe"血ﾉaLinn.アブラナ14

y-i,1.2に逆する屈中最大のものである。v:上・多E・I,､,|えな吸実'.Vの'ﾘl碓な怖徴をもつ。捧岱野から才Ill

にかけての近路わきや湯噸公lﾐ|にI唯する。村怯（'935）に勘itl!の記録があるが旭I淵する意味でとりあげた。

22．コモチレンケSed"加加"'enge(Makino)Mak'inovar.boehmeri(Makino)Ohwiベンケイソウイ]

県内フロラの川'先上では割合和橘の変1肋の激しかったものである。lM2l和の｛''箔が遡､^と縁えられるが、こ

のような内峠旅のものと男鹿半脇などの海岸岩上のものがIff)-Taxonに鵬するかどうかは今後恢‘謝する必要が

あろう。ｲi辿りの端上に産する。

23．バイカウツギPﾙ"α"IP肉江ssatsmmSieb.ユキノシタド|，

やや太平洋側に%:.った分布をする滞雌低木で、花が4故という杵い､11微がある。穴内沢の緋水林|ﾉ1で開花'I'

の本師を2本兇いIliLた。本地城全域をIl'l'i査してもその介ｲIJは|班めて少ないものと,多想される。リ,1-1ﾉ､l未記録であ
4．15）

り従来発表されている分布図からはほぼ比限と考えられる。

24．アイズシモツケSpiraeachamae乱心ゾo"αLinn.var.pilosa(NakaiiHaraバラド4

フタスジチョウの食草として蝶顛研先哲により早くから分*が知られて↓､た°ill街道の渓行|都の林下に妙ﾉ雁

するほか、非棚沢の川峡性草地、:ｲ1jllj')の岩唯地にも分ｲ11する。

25．アオナリシロイチゴRubuspar"〃o"郡sLinn.var.concolor(KoidzjMakinoetNemotoバラ科

湯棚才田付近の林縁や原野に産するものは莱喪が緑色で白綿Eをもたな↓､ものが多く、jI§本締と多少生育地を

分けている。従来上小阿仁（古家1939)の記録があるのゑであるが、分ｲ|iはもっと一般的なものと予想してい

る。

26．ナンブサナギイチゴRiかJSC〃加加iMiq.var.加γ2α"sKoidzumiパラト｜

母徽に比して化梗がやや長い、がくの刺が小・疎、花ﾅが少し大、小能3～5のようなⅨ別点をｲJするものと

されている。地理的分ｲIiの状態やがくの刺のir-から妥､!ｲなものと思うが、′l､雌の数はほぼ5～(7ﾉであった。棒

岱野に多い。学名は瑞派県航物誌(1970)によった。

27．ヤブハギDesmodiumノα"αxSchindl・マメ朴

ヌスビトハギD.oxyphyllumに近似しており、Lばしばその変純とLてll/i)扱われる。リ,↓|人jの記録は殆ど

なL､が割合杵iiに産するようであり、腸伽雌のものは形態的特徴がlﾘ]脈である。
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28．タチコゴメグサEuphrasja籾〃imowicziiWettst.ゴマノハグサ科

全体に毛が多く変種であるエゾコゴメグサvar.yezoensisに近いが芭葉の距歯の先が苦状になることから該
21）

当しないと考えられる。分布上からはミチノクコゴメグサvar．”℃uatαとすべきものかもしれないが葉形の記

載が一致しない。母種においても葉の下面が有毛な場合があるので一応基本種の変異のi可と判断した。非瀬沢の

草地に稲産する。県内では鳳風Ill(村松1932)の記録のみである。

湯瀬地方低地における高等植物目録

このリストは1975年から1976年にかけて十数回の実地踏査によって観察・採集した柚物名の報告である。湯湘

産として112科640種17変IIM柿を記録する。本来は学名を併記すべきであるが紙I冊の関係で櫛Ill%した。
凡例

3）5）6）

・科名一和名・配ﾘ等は特記以外はすべて大井によった。ただし※印は長Ill，※※は北村仙、※※※はその他で

ある。変lil'l種は2段さげて記した。

No.の後の○印は胎葉標本を作製した柿で、他は現地での観察による。標本はす:べて秋旧県立博物館に収納して

いる。文献からの引用は今I"lはしなかった。

。同定の大部分は筆者自身であるが、ごく一部については奥llI春季先生・''1池倣之Ifd二・県立湯沢高校の蛾j1除
夫氏のご教示を得たものがある。

。ササ類はふつうに州現するがクマイザサ・チマキザサにつL､ては変異の帆に確信をもてないので今lplはリスト

がら除外した。
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227．ヒトリシズカ

228．フタリシズカ

ヤナギ科

229．ヤマナラシ

230.ドロヤナギ

231．．シロヤナキ

232.キヅネヤプーギ

233.．オノェヤナギ

234．イヌコリヤナギ

クルミ科

235．サワグルミ

236．オーニグルミ

ヵバノキ科

237．サ'ノシバ

238．．ソノハシバミ

239．･シラカンバ

240．ヤーぞハンノキ

ブナ科

241．ブナ

242．ミズナラ

243．コナラ

244．．カシ'ノ

245．クリ

ニレ科

246．．ハルニし

247°Cオヒョウ

248．ケヤキ

248．。メケヤキ

クヮ科

249．．ヤマク．，ノ

250．カナムグラ

251．．カラハナソウ

イラクサ科

252．．エゾイラクサ

253.．ムカゴイラクサ

254．．ミヤマイラクサ

255．．アオーミズ

256．．ミス

257．ウワバミソウ

258．ヤマトキホコ｜j

259．．コアカソ

260．oアカソ

ヤドリギ科

261.ヤドリギ

ウマノスズクサ科

262．．ウスバサイシン

Gftiiri
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ヤマキ･ソネノボタン 341．oコモチレンケ

コーキノシタ科

342．ャ.グルマソゥ

343．oトリアシショウマ

344．ダィモンジ､ノゥ

345．ゆチシマネコノメ

346．．ネコノメゾウ

347．･ヅル不コノメ、ノゥ

348．ウメバチ､ノウ

349．ィ’フプノ､ラミ

350．ゴトウズル

351．ノリウ･ソギ

352．エゾァジサィ

353．．バイカウツギ

354．．ウツキ

マンサク科

355．－マルバマンサク

バラ科

356．．アイ､ゾシモ､ソケ

357.-Vマブキショウマ

358．ヘビイチゴ

359．．ノゥゴゥィチゴ

360.．ヒルー、ピィチゴ

361.．ィ’ノキンバィ

362．oキジノ、シロ

363．．ミ、ソバヅチグリ

364．oミヅモトソウ

365．oカヮラサィご』

366．･コキンバイ

367．ダイコンソウ

368．オオダイコン､/，シ

369．クマイチゴ

370．モミジイチゴ

371．．クロイチゴ・

372．oナ'フシロイチゴ

372．。アオナ,フシロイ｡/Z．。アオナ'フシロイチゴ

373．．エビガライチゴ

374．．ナンブサプーギイチゴ**＊

375．オニシモヅチ

376．キンミズヒキ

377．ノイバラ

378．･エゾヤマザクラ

379．ウワミズザクラ
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594．アズマギク

595．ヒメジョォン

596．ヒメムカショモギ

597．シラヤマギク

598．ゴマナ

599‐oヒメシォン

600.ノコンギク

600．ヤマシロギク

601．フキ

602．．ダンドポロギク＊

603．ハンゴンソウ

604．‐ザ'ノオグルマ

605．モミジガーサ

606．。タマブキ

607.．イヌドオナ

608.-ヤブレガサ

Of)．･ヤマノコギリソウ

610．トキンソウ

611.オトコヨモギ

612.．イヌヨモギ

613.オオヨモギ

614．ヨモギ

615．ノブキ

616．oメナモミ

617・アメリカセンタングサ

618.タウコギ

619．サゾアザミ

620．ノアザミ

621，．オオノアザミ

622．．ナンブアザミ

623．．ハナマキアザミ
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まとめ

,、秋田県湯瀬地方の標高800～400那の低地におけるフロラを1淵在し、シダ類以上の高報hn物6'IOff.17変Ill純の

所産を明らかにした。

2．当地域の地侭・気候・柚ﾉﾋなどを,州術し、ノlﾐ肯蝋境とフロラ上の特|'2について考察した。フロヲヒからは瑞

峨地の械物、雄竺性の草地の'1尚物、林縁や原野の帥物などに特徴を兇い川すことができた。

3．所産植物の|ﾉ128種につL,て分ｲ11上の糾怠すべき点や形態'三の特蘭について祝Iﾘ)を加えた。
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2.h村・水野1965mⅡ県花輪東南方地域の新輔三系地質I州侭Iﾘ『月報vol.16;Vo.6pp1～5

3．大ﾊ:次三郎1965ll/Hlft物i泌顕花備・シダ筋や文堂

4．奥111作季1975m色IN.11¥外航物mmi.汲文‘単新光社
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12．出川九g"1959原色H木羊歯Ifi物図鑑保青社

13.陛林水雌技術会議事務局1974飼料作物のmmmmr.イネ科飼料作物PP15～27

14.畠山宏信他1954昭和29ｲド度秋旧県此有林野j凹地通水,psi-fem¥Mppi～25及び付.表

秋Ill県林業試験場（プリント）

15．HorikawaY.1972AtlasoftheJapaneseFloraGAKKEN

16.村松七郎1932秋Ⅱl県仙物誌秋lⅡ師範郷土室

17.－－－－1935同捕辿航物趣味vol.4/Vo.2pp83～90
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19．一一一1975mm辿北|端の航物vol.22A'o.4pp62～67

20.矢崎清批他1966秋、県鹿角郡八幡､F付近の地質について（その1)地質湖沓所nmvol.17mo

PP22～30
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22．結城茄美1972m形県のlift物誌同ID行会

注：なお県内のフロラ文献の『'－1で記録を参照したものは多いがこの炎からは除外した。それらにつL､ては狼一昔

の「秋!｢I県n然史植物学文献II録準Ⅲi資料CM41可)1977J(プリント）を参考にされたい。
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2．ドイツトウヒ植林:下層植生はほとんど発達しない(才田）I.カラマツ植林の明るい林床（棒岱野）

3．湯瀬渓谷の崩壊地や岩場 4．非瀬沢の草地

:患皇琴蕊鍵§

蕊患

5．ふぞろいな植生 6．穴内沢と米代川
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